
近
故
・
中
部
接
境
地
方
方
言
状
態
の
調
ノ
査
報
告

ヽ

ま
　
え
　
が
　
き
・

近
畿
と
中
部
と
の
接
墳
地
方
は
、
ど
う
い
う
方
言
生
活
を
営
ん
で
い

よ
う
か
。
三
十
年
の
容
五
日
間
、
・
附
図
に
示
す
い
く
つ
か
の
地
を
躇
査

し
た
資
料
に
基
づ
き
、
と
こ
に
そ
の
報
告
を
し
よ
う
と
思
う
。
今
回
の

調
査
地
点
が
接
境
地
方
の
南
半
に
止
虻
っ
て
い
る
の
は
、
筆
者
の
郷
土

語
が
伊
勢
方
言
で
あ
り
、
こ
こ
を
出
撃
凧
と
し
て
波
状
に
調
査
を
進
め

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

研
究
の
主
な
着
眼
点
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。
す
な
・
わ
ち
、
文
了
ク

セ
ソ
ト
、
文
末
部
表
現
、
待
遇
表
現
で
あ
渇
。
対
話
と
し
て
の
方
言

が
、
を
の
対
話
性
を
革
も
清
々
と
息
づ
か
せ
て
い
る
の
腋
こ
こ
だ
か
ら

で
あ
る
。

・
以
下
、
右
の
三
項
を
中
心
に
、
近
舷
・
中
部
両
地
対
立
の
様
相
を
ま

す
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
続
き
あ
う
か
を
記
述
し
て
い

こ
う
と
思
う
。

〔
掲
載
用
例
に
関
す
る
註
〕

日
　
間
例
の
頭
の
○
印
は
．
契
際
聴
録
の
例
で
あ
る
こ
と
を
元
し
、
◎
印

は
．
整
者
の
要
求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
、
士
増
大
に
よ
る
発
言
例
で

あ
る
こ
と
を
元
す
。

男
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臼
　
用
例
の
後
に
付
け
た
註
記
の
中
、
例
え
ば
（
中
女
1
初
老
男
）
と
あ
る

の
は
、
中
年
女
性
の
、
初
老
の
男
性
に
対
す
る
発
言
で
あ
る
こ
と
を
示

し
．
単
に
（
中
女
）
の
如
く
あ
る
も
の
は
、
中
女
の
発
言
の
相
手
が
皆

筆
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
滋
賀
県
東
辺
の
状
態

l
∴
蒲
生
那
日
野
町
の
方
言
と
、
東
浅
井
那
吉
城
部
落
及
び
そ
の
周
辺
の

方
言
と
は
、
「
湖
南
的
」
対
「
湖
北
的
」
の
よ
う
に
相
対
立
す
る
二
方

言
と
見
ら
れ
る
が
、
広
く
申
廊
地
方
の
尾
張
美
濃
方
言
に
対
立
せ
し
め

る
と
き
は
、
滋
賀
県
1
と
り
わ
け
東
辺
の
1
方
言
と
し
て
の
、
一
定
の

ま
と
ま
り
を
も
っ
て
存
立
し
て
い
る
。

×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×

〔
を
の
一
．
〕
　
日
野
町
の
方
言

註
一

H
　
文
ア
ク
セ
ン
ト

日
野
方
言
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
第
一
．
特
色
は
、
高
音
連
続
の
傾
向
と
云

っ
て
よ
い
。
そ
の
例
、
・

ヨ
刃
．
月
日
　
ナ
l
q
（
中
女
1
初
老
男
）

○
カ
ゼ
　
ヒ
カ
ン
ト
カ
イ

瑚
（
中
男
1
娘
）

次
は
尾
部
卓
車
の
傾
向
。
次
の
よ
う
な
の
を
、
特
色
あ
る
卓
立
傾
向

と
認
め
る
の
で
あ
る
。

1
＼

．
〇
チ
ョ
・
ト
　
セ
ナ
カ
　
マ
ガ
ッ
テ
ヤ
バ
リ
マ
ス
。
（
中
男
1
校
長
）

．

．

．

．

．

1

一

．

．

－

1

t

Q
引
1
セ
ー
　
ホ
ヤ
p
ト
　
オ
モ
テ
ル
。
（
中
女
－
▼
初
老
男
）

こ
の
抑
抱
の
調
子
は
、
上
品
で
控
え
め
な
訴
え
か
け
の
効
果
を
も

つ
。肖

　
文
　
末
　
部
　
　
　
　
　
一

註
二

単
純
感
声
の
文
末
部
で
は
「
ナ
ー
」
が
著
し
く
、
次
い
で
「
ヨ
」
が

誼
一
二

あ
げ
ら
れ
る
。
「
ナ
1
」
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
ナ
行
の
他
の
文
末
部

「
ノ
」
や
「
ネ
」
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
聞
く
・
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
ナ
」
的
な
こ
と
ば
や
り
と
わ
が
、
こ
の
地
方
の

方
言
生
活
の
基
本
的
な
性
格
の
よ
う
で
あ
る
。
ヤ
行
で
は
、
「
ヨ
」
が

よ
く
発
達
し
て
い
る
ほ
か
、
「
ヤ
」
　
「
エ
」
も
行
わ
れ
る
。
「
ヤ
」
よ

り
も
↓
ヨ
」
が
盛
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
後
述
書
槻
の
場
合
と
対
践
的

で
、
興
味
深
い
。
「
ナ
ー
」
の
例
、
l

－

1

＼

○
キ
ョ
ー
ワ
　
サ
ム
刺
カ
．
手
。
（
中
女
1
同
）

○
イ
l
列
ラ
ヤ
封
イ
　
刊
－
題
。
（
中
女
1
初
老
女
）

こ
れ
ら
は
、
単
純
端
的
な
云
い
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
ヨ
」
の

例
、○

モ
ツ
テ
可
刊
列
レ
ー
ン
デ
モ
　
ヨ
引
／
ニ
ヨ
1
0
　
（
初
老
女
1
中
女
）

相
手
の
関
心
を
喚
起
す
る
文
末
部
と
し
て
働
い
て
い
る
。

ノ
　
　
　
註
四

準
感
声
的
文
末
部
で
目
立
た
し
い
の
・
は
、
「
サ
」
　
「
ゾ
」
で
あ
る
。

「
サ
」
は

○
可
刊
刃
シ
。
－
ワ
　
可
－
ヨ
刃
ハ
ル
　
ワ
サ
。
（
中
女
1
空

の
よ
う
な
の
を
一
般
用
法
と
す
る
。

○
ホ
ー
．
カ
・
イ
サ
0
そ
う
な
の
か
い
0
（
初
老
女
1
中
女
）

－．1、．
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の
よ
う
な
の
に
な
る
と
、
複
合
の
し
か
た
に
興
味
が
あ
る
。

一
役
に
、
「
サ
」
の
表
現
効
果
は
、
「
プ
」
や
「
ゼ
」
な
ど
の
も
つ

練
の
太
さ
・
相
手
へ
の
迫
り
の
強
さ
に
対
す
れ
ば
、
「
明
か
る
い
主
張

性
」
と
云
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
「
サ
」
は

「
ワ
」
に
接
着
複
合
し
易
い
傾
向
に
あ
る
1
広
く
は
、
近
畿
方
言
全
般

に
つ
い
て
も
云
え
る
と
思
う
1
が
、
上
述
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ

「
サ
」
が
、
内
攻
的
な
「
ワ
」
に
結
び
つ
き
易
い
と
い
う
こ
の
事
実

は
、
女
末
部
表
現
の
特
別
な
意
義
を
物
語
る
と
同
時
に
、
日
野
方
言
ひ

い
て
は
近
畿
方
言
の
一
般
的
性
格
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
ゾ
」
は
男
女
の
別
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。
品
位
も
低
く
な

い
。

．
－
1
＼

○
ゴ
．
項
　
オ
マ
ツ
リ
ド
ス
　
ゾ
。
（
老
女
）

を
見
る
と
、
外
来
者
に
対
す
る
「
ド
ス
」
的
話
紐
の
上
に
、
「
ゾ
」

が
連
な
り
出
て
い
る
。

註
五

転
成
文
末
部
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
ワ
」
・
で
あ
る
。

0
ネ
l
引
．
叫
ソ
ナ
　
オ
シ
ト
ガ
．
刺
ス
、
ワ
。
（
老
女
）

．

1

　

　

－

　

　

r

l

　

・

－

　

　

－

－

－

－

、

○
マ
タ
　
ム
コ
モ
．
オ
モ
シ
ロ
オ
ス
ヤ
p
　
ワ
。
向
う
の
方
も
ま
た
団
白
い
で
、

し
ょ
′
つ
ね
。
（
中
女
）

こ
の
後
の
方
の
例
は
ど
う
見
る
べ
き
か
。
′

1
「
ワ
」
の
次
に
は
、
「
ナ
ー
シ
」
「
ト
カ
イ
」
　
「
ヤ
ン
カ
」
な
ど
が

．
注
意
さ
れ
る
。
「
ナ
ー
シ
」
の
例
、

○
ス
ン
マ
セ
ソ
　
ボ
ー
シ
1
。
（
中
女
1
初
老
男
）

日
野
に
お
け
る
文
末
待
遇
浩
の
う
ち
、
品
位
の
最
も
高
い
も
の
で
あ

る
。
「
ト
カ
イ
」
は
、
例
え
ば

○
エ
」
列
l
l
男
可
－
ニ
ミ
ヨ
川
祈
り
。
見
て
な
い
で
く
れ
。

な
ま
い
き
な
！

（
小
男
1
同
）

の
よ
う
な
有
様
で
あ
る
。
を
の
出
自
が
「
と
オ
カ
れ
」
　
（
「
れ
」
は
尊

敬
の
助
動
詞
の
命
令
形
）
〔
藤
原
与
一
先
年
の
教
示
に
よ
る
〕
で
あ
る
に
し
て

も
、
現
用
の
当
面
は
、
常
に
文
末
に
あ
．
っ
て
一
定
の
意
味
効
果
を
表
わ

す
、
一
ま
と
ま
り
の
文
末
部
と
見
ら
れ
よ
う
。
T
ヤ
ソ
カ
」
も
同
様
の

次
第
で
、
文
末
部
と
見
得
る
も
の
で
あ
る
。

l

 

j

　

　

　

．

－

一

　

　

l

＼

○
マ
ツ
リ
マ
デ
ニ
タ
べ
空
フ
エ
ー
　
ヤ
ン
カ
。
…
い
い
じ
や
な
い
の
。

（
中
女
1
初
老
女
）

肖
　
待
　
遇
　
表
　
現

日
野
方
言
に
お
け
る
代
表
的
な
尊
敬
表
現
は
、
「
ナ
サ
ル
」
こ
と
ば

で
あ
る
。

○
オ
ツ
て
雪
ノ
オ
ク
レ
可
ス
。
（
初
老
女
↓
校
長
）
．
A
菓
子
鉢
を
田

し
な
が
ら
V

の
よ
．
う
に
、
ご
く
鄭
重
な
物
云
い
に
「
ナ
サ
ル
」
そ
の
ま
ま
の
形
が
現

わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
多
′
＼
は
「
ナ
ハ
ル
」
　
「
ヤ
ハ
ル
」
　
「
ハ
ル
」

そ
の
他
の
形
が
現
わ
れ
る
。
　
　
　
／

・・－53－

O
H
．
外
．
訓
J
リ
ワ
「
ワ
シ
ワ
シ
」

テ
ユ
ワ
ハ
リ
マ

ス
．
ナ
ー
。
（
中
女
）

こ
れ
は
、
動
詞
未
然
形
に
「
ハ
ル
」
の
つ
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

四
段
動
詞
に
関
わ
る
場
合
は
皆
こ
う
な
る
。
物
は
、
「
票
・
ヤ
ハ

ル
」
で
あ
ろ
う
。
「
ヤ
ハ
ル
」
は
程
よ
く
く
だ
け
た
気
特
の
尊
敬
表
現

で
あ
る
。



「
ナ
サ
ル
」
系
の
尊
敬
表
現
に
は
ま
た
「
ナ
シ
た
し
が
あ
る
・
「
ナ

サ
イ
マ
シ
た
」
の
転
靴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
形
し
か
な
い
・
敬
意
鄭
重
の

慶
の
高
い
も
の
で
あ
訂
。
む
し
ろ
、
上
品
ぶ
っ
た
物
云
い
だ
と
さ
え
い

肴
ノ
。

○
オ
可
タ
チ
ガ
　
判
事
シ
空
フ
…
…
。
お
子
供
さ
ん
達
が
お
田
采
に
な
っ

た
ら
。
（
老
女
）

「
ナ
サ
ル
」
系
の
尊
敬
表
現
に
次
い
で
は
、
「
ヤ
ス
」
こ
と
ば
が
取

上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
よ
く
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

】

一

．

－

　

．

1

1

1

　

　

．

1

＼

笥
ヨ
ト
　
カ
イ
テ
　
モ
ッ
テ
カ
イ
リ
ヤ
ス
　
ノ
ー
。
（
老
女
）

こ
れ
は
終
止
形
の
場
合
。
二
人
が
よ
く
打
解
け
た
時
の
発
言
で
あ
っ

た
。○

オ
ツ
マ
ミ
ナ
サ
ッ
テ
オ
ク
レ
ヤ
ス
。
（
初
老
女
↑
校
長
「

こ
れ
で
命
令
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
は
一
軒
の
青
果
店
の
店
先
で
の
こ
と
、

○
ナ
ニ
割
判
到
ル
ノ
具
ど
う
し
て
泣
い
芸
の
P
（
少
女
↓
娩
）

と
現
わ
れ
た
。
す
る
と
、
傍
に
い
た
母
親
が
、
．
「
姉
さ
ん
に
向
か
っ
て

そ
ん
な
言
葉
遣
い
は
す
る
も
の
で
な
い
。
」
と
妹
を
た
し
な
め
た
。
ま

た
、
別
の
．
所
で
、

○
ア
ッ
コ
ー
封
フ
ッ
タ
ラ
　
叫
可
習
マ
ラ
へ
ン
○
　
（
老
女
）

と
あ
っ
た
の
は
、
不
運
に
戦
災
で
死
ん
だ
息
子
の
こ
と
を
悲
し
み
口
悟

も
む
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ラ
ル
」
こ
と
ば
は
、
・
年
少
者
に
対
す
る

親
愛
の
待
遇
法
と
見
ら
れ
る
り
女
こ
と
ば
と
云
っ
て
よ
い
か
。
こ
れ
の

出
自
に
つ
い
て
、
藤
原
先
生
は
次
の
よ
う
に
推
論
さ
れ
た
。
も
と
は
や

は
り
「
レ
ル
・
ラ
レ
ル
」
こ
と
ば
で
、
過
去
形
の
、
例
え
ば
「
居
ラ
レ

た
」
が
「
い
ラ
ッ
た
」
と
塙
れ
る
と
、
．
こ
れ
は
凹
段
動
詞
に
類
推
さ
れ

て
、
終
止
形
そ
の
他
の
活
用
形
が
生
ま
れ
た
。
待
遇
効
果
も
こ
の
変
化

に
従
っ
て
変
り
、
尊
敬
か
ら
今
日
の
親
愛
へ
と
移
っ
た
と
。

次
に
は
、
丁
寧
表
現
に
ケ
い
て
述
べ
よ
う
。

－

　

　

1

1

・

　

　

L

l

一

　

－

－

－

1

＋

「

、

ヽ

、

q
サ
ー
ワ
　
ア
ン
マ
リ
　
タ
コ
ー
オ
セ
ン
　
カ
。
（
中
勇
1
初
老
男
）

こ
の
種
の
「
形
容
詞
・
オ
ス
」
の
型
が
特
徴
的
で
あ
る
。
尤
も
、
右

例
だ
と
、
形
容
詞
は
そ
の
連
用
形
を
全
う
し
て
い
て
　
「
オ
セ
」
は
な

お
独
立
動
詞
性
が
強
い
が
、

＼

○
キ
ョ
ー
ワ
　
サ
ム
割
判
　
引
早
0
　
（
中
女
↓
同
）

の
よ
う
に
、
連
用
形
が
短
呼
さ
れ
、
恰
も
幹
語
に
「
オ
ス
」
の
つ
い
た
二

よ
う
な
型
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
「
オ
ス
」
　
は
助
動
詞
の
用
法
に
近
　
5
4

い

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

「
ド
ス
」
も
ま
た
、
日
野
方
言
中
の
一
特
色
で
あ
る
。
頻
繁
に
行
わ

れ
る
。
そ
の
一
例
、

．
．
1
．
＼

○
対
日
可
（
そ
れ
は
／
＼
）
↓
判
ヤ
カ
ド
ス
　
ゾ
ー
。
（
中
女
）

↓
ド
こ
が
「
で
オ
ス
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
滋
賀
県

境
に
近
い
岐
阜
県
揖
斐
郡
広
瀬
に
は
、
ま
さ
し
く
「
で
オ
ス
」
の
形
が

古
老
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
を
見
た
。
後
述
す
る
は
す
で
あ
る
。
）
、

日
野
方
言
丁
寧
表
現
法
が
「
オ
ス
」
こ
と
ば
に
負
う
と
こ
ろ
は
大
き
い

と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
糞
　
「
オ
ス
」
は
、
独
立
動
詞
（
存
在

詞
）
と
し
て
も
繁
く
行
わ
れ
て
い
る
。

、
何
　
そ
の
他
の
語
法
・
音
韻



語
法
面
そ
の
一
は
、
接
疏
助
詞
。
ま
す
「
サ
カ
イ
」
が
あ
り
、
次
い

で
「
デ
」
が
見
え
懲
接
統
詞
に
も
「
ホ
ソ
ヂ
こ
が
あ
っ
た
。
所
謂

逆
接
で
は
「
ケ
ン
ド
」
が
注
目
さ
れ
る
。
「
ケ
ド
」
も
多
い
。

語
法
面
そ
の
二
は
、
形
容
詞
「
苦
い
」
が
達
体
格
に
立
つ
と
き
は
、

「
ヨ
イ
」
で
あ
っ
て
　
「
ニ
ー
」
と
は
な
ら
な
い
こ
と
。
述
部
に
立
つ

と
き
は
「
エ
、
－
」
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
普
法
面
。
第
一
に
「
ガ
」
行
鼻
濁
音
の
間
置
が
あ
る
。
土
地
の

有
識
者
に
よ
れ
催
、
畠
中
語
尾
で
は
例
外
な
く
こ
れ
が
現
わ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
簡
単
に
云
い
き
れ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
′
に
〔
h
〕
Ⅴ
六
S
U
　
の
こ
と
。
「
オ
セ
ソ
。
」
が
「
オ
へ

ソ
。
」
と
な
り
、
「
ソ
ヤ
ロ
。
」
が
「
ホ
ヤ
ロ
。
」
と
な
る
な
ど
の
獣

で
あ
る
。
概
し
て
こ
の
傾
向
は
著
し
い
。

第
三
に
、
「
流
イ
サ
L
Y
「
流
し
た
」
、
↓
探
イ
サ
」
Ⅴ
「
探
し
挺
」

の
野
。
こ
れ
は
、
土
地
の
藤
井
怒
氏
の
教
示
に
よ
る
。
サ
行
凹
段
動
詞

が
イ
普
層
を
超
す
と
共
に
、
過
去
の
助
動
詞
「
ヱ
が
「
サ
」
ど
な

る
9
同
様
に
「
傘
さ
し
て
お
い
で
。
」
は
「
傘
サ
イ
ソ
イ
ヂ
。
」
の
よ

う
に
な
る
。
酋
桜
谷
そ
の
他
の
、
日
野
周
辺
部
に
あ
る
と
い
う
。
「
日

本
方
言
学
」
音
韻
篇
（
一
二
八
ペ
）
に
触
れ
ら
れ
た
現
象
と
思
う
。

〔
そ
の
ニ
〕
　
東
浅
井
部
富
根
部
落
と
そ
の
周
辺

H
　
文
了
ク
セ
ソ
ト

日
野
に
見
ら
れ
た
二
つ
の
傾
向
は
、
こ
こ
で
も
同
じ
趣
で
あ
る
。
畠

曹
速
読
の
例
は
割
愛
し
て
尾
部
卓
立
の
例
は
、

○
項
列
オ
フ
セ
璃
痛
が
。
は
せ
ん
よ
。
（
老
苧
▼
初
老
女
）

○
チ
ョ
ク
セ
ツ
ヤ
デ

－

1

ヽ

デ
ン
シ
ー
。
直
接
だ
か
ら
血
は
出
な
い
し
ね
。
（
初
老

女
－
▼
老
男
）

な
ど
で
あ
る
が
、
ま
た
、

〇
九
月
刊
l
列
可
テ
ー
当
－
。
一
項
ク
ノ
ヤ
サ
ヵ
引
∵
契
約
し
て
ね
。
行
く
ん
だ

．
か
ら
ね
。
（
初
老
女
1
老
男
）
　
〔
以
上
三
例
と
も
吉
椀
〕

の
よ
う
な
の
も
聞
か
れ
た
。

．
⇔
　
文
1
末
　
部

単
純
感
芦
の
文
末
部
に
は
、
「
ナ
」
　
（
ナ
ー
）
　
の
外
に
、
「
ネ
」

（
ネ
ー
）
、
「
〓
」
　
（
一
丁
）
　
が
あ
る
。
「
ネ
」
　
「
こ
は
、
多
く

「
ヤ
」
と
複
合
し
て
「
ネ
ヤ
」
　
「
こ
ヤ
」
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
土
地
八
の
儲
謡
で
は
、
「
ナ
ー
」
が
翠
も
よ
ど
言
葉
で
あ

り
、
「
ネ
ー
」
は
そ
れ
よ
㊤
き
た
な
い
言
葉
、
「
ニ
ヤ
」
は
更
に
下
品

と
あ
る
。
「
ナ
ー
」
の
例
は
省
い
て
、
「
ネ
」
　
「
ネ
ヤ
」
　
「
ニ
」
　
「
ニ

ヤ
」
の
例
、
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■

ヽ

ヽ

彗
到
　
可
l
叫
l
外
副
．
粛
正
ヤ
　
慕
。
月
の
朔
月

b
ッ
ィ
タ
チ
ブ
リ
ヤ
デ
　
ホ
ラ
　
パ
ン
ツ
キ
　
プ
リ
ヤ
慕
。
一
組
匝
朔
月

に
雨
だ
か
ら
、
こ
の
ぷ
ん
で
は
半
月
雨
降
り
だ
ね
。
（
老
男
）
〔
甲
洋
際
〕

○
イ
タ
カ
ツ
タ
ヤ
P
、
ガ
1
一
小
ヤ
。
痛
か
っ
た
ろ
う
に
ね
え
。
（
初
老
女
1
老

男
）
〔
膏
椒
〕

ひ
可
到
オ
マ
イ
、
手
。
そ
り
ゃ
あ
ん
た
、
ね
え
。
（
初
老
男
）
〔
岩
槻
〕

笥
っ
ー
シ
ュ
ー
カ
ラ
　
■
ヤ
。
云
霊
　
（
初
老
男
）
〔
吾
槻
〕

因
み
に
、
岩
槻
こ
．
と
ば
の
特
色
を
こ
め
空
云
い
慣
ら
わ
し
に
次
の
よ

う
な
の
が
あ
る
。

◎
「
叫
ラ
ー
ウ
叫
到
」
　
（
自
称
代
名
詞
）
■
1
ナ
ィ
。
オ
フ
二
ヂ
l
当
ガ
．
剰
シ
ワ
ー
。



モ
ー
「
ニ
ヤ
」
　
（
文
末
部
）
斗
可
．
当
日
つ
封
　
⇒
ヤ
。
オ
レ
　
（
君
）
。
（
老

男
に
よ
る
）
〔
吉
頓
〕

ナ
行
文
末
で
は
「
ヤ
」
が
特
に
盛
ん
で
、
「
ヨ
」
が
こ
れ
に
次
ぐ
と

云
っ
て
よ
か
ち
う
か
。
′
そ
の
盛
ん
な
有
様
は
、
「
ヤ
」
′
で
は
、
そ
の
単

独
形
の
ほ
か
に
、
「
ワ
イ
ヤ
」
「
ニ
ヤ
」
「
ネ
ヤ
」
な
・
ど
の
複
合
形
の

存
在
に
よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。
「
ヨ
」
で
は
、
一

－

一

　

　

－

【

、

＼

〇
割
ケ
ン
ノ
ニ
ン
ゲ
ン
ワ
　
ボ
コ
リ
ョ
。
（
中
男
＝
嘉
〕

○
村
上
ヨ
イ
・
（
青
女
1
中
男
）
〔
膏
椒
〕

な
ど
と
あ
っ
た
。

転
成
の
文
末
部
で
は
、
第
一
に
「
ワ
」
（
ヮ
イ
）
の
活
動
日
野
に
類

し
て
大
き
く
、
珍
奇
な
も
の
と
し
て
吉
槻
・
甲
津
原
に
「
ナ
レ
」

（
坂
並
部
落
に
も
あ
る
と
い
う
）
、
隣
邦
の
近
江
長
岡
に
は
「
ホ
ン
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
．
「
ホ
ン
」
の
例
、

◎
p
列
功
尋
ユ
一
オ
刊
ど
ト
　
†
気
a
l
杓
憩
　
（
中
舅
に
上
る
）

吼
外
l
叫
が

オ
ソ
ユ
タ
ロ
　
ホ
ン
（
右
同
）

句
単
　
項
月
刊
コ
　
ホ
ン
。
も
う
帰
ろ
つ
と
。
（
右
同
）

肖
　
待
　
遇
　
表
・
現

0
利
司
吊
l
刊
ゾ
ジ
ン
ニ
ナ
ツ
テ
ミ
男
セ
○
共
産
党
員
に
な
っ
て
み
な
さ

い
、
そ
し
た
ら
云
々
。
（
初
老
男
）
｛
曽
概
〕

乙
の
「
ヤ
ン
ス
」
こ
と
ば
の
命
令
の
形
、
さ
ほ
ど
に
敬
意
は
高
く
な

い
。
む
し
ろ
親
し
い
問
の
待
遇
法
か
と
思
わ
れ
る
。

○
ヒ
下
目
コ
ヱ
ア
　
急
J
コ
フ
シ
タ
ラ
　
勢
が
p
。
話
し
な
さ
っ
た
ら
い
い

で
し
よ
う
。
（
老
女
）
〔
膏
現
〕

こ
れ
は
「
シ
ャ
ル
」
こ
と
ば
の
転
靴
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
「
シ
ャ

ル
」
に
関
わ
る
「
ン
ス
」
こ
と
ば
も
一
例
と
っ
て
い
る
・

「
ハ
ル
・
ヤ
ハ
ル
」
こ
と
ば
は
、
近
江
長
岡
・
伊
吹
あ
た
り
ま
で
は

聞
か
れ
る
が
、
苦
槻
ま
で
入
る
と
、
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
の
例

・
は
、
「
ハ
エ
か
、
日
野
に
見
え
た
「
ル
・
一
㌢
ル
」
か
。

○
†
㌧
列
一
l
〔
l
刊
叫
ユ
ワ
ッ
空
ラ
…
。
（
中
女
1
同
）
〔
甲
渾
原
〕

○
ヵ
モ
フ
ッ
タ
　
カ
。
（
中
女
1
同
）
〔
吉
現
〕

－

－

　

　

＼

b
「
吋
引
力
」
チ
ュ
ワ
ル
　
ワ
ナ
t
。
（
中
女
）
〔
近
江
長
岡
〕

ま
雪
次
の
例
は
、
「
ヤ
ハ
ル
」
か
、
r
あ
．
る
」
敬
語
の
「
ヤ
ル
」

か
。q

雪
目
　
ノ
ン
ヂ
刊
ル
　
ノ
。
（
青
女
）
〔
岩
野

9
引
ィ
。
＝
．
列
す
㌻
　
プ
l
り
ィ
。
（
少
年
－
聞
達
）
A
鬼
ご
っ
こ
V
〔
伊
吹
〕

苦
槻
と
そ
の
周
辺
の
待
遇
表
現
（
尊
敬
）
は
、
大
凡
以
上
の
よ
う
な

有
様
で
あ
る
。
卑
し
め
の
表
現
は
ど
ん
な
風
か
。

○
ナ
」
J
粛
　
べ
シ
ョ
べ
シ
百
　
九
キ
l
刊
ラ
ス
。
．
（
初
老
男
）
A
笠
者
が
記
録

す
る
の
を
見
て
Ⅴ
〔
曽
現
〕

．

－

一

　

1

1

、

○
ナ
ニ
可
叫
一
列
勿
サ
ル
ノ
ヤ
ト
　
オ
モ
テ
ー
。
（
同
右
）
〔
同
右
〕

0
4
ヨ
　
ヂ
l
到
不
可
刊
l
ガ
レ
ー
0
　
（
少
年
1
同
違
）
〔
伊
吹
〕

こ
の
種
の
表
現
が
特
に
目
立
つ
。
敬
語
法
に
比
し
て
、
卑
し
め
の
表

現
が
多
く
開
か
れ
る
よ
う
・
に
思
う
。
。

何
　
そ
の
他
の
語
法
・
音
韻

接
続
助
詞
は
日
野
に
よ
く
似
て
い
る
。
特
に
変
っ
た
も
の
は
見
当
ら

な
い
信
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指
定
の
助
動
詞
「
デ
ヤ
」
一
が
、
甲
津
原
に
あ
る
㍉

；
1
．
1
し
＼

○
北
郡
と
い
ぅ
学
枠
ヂ
ャ
ラ
」
。
（
老
女
1
同
）

C
今
日
は
一
一
コ
「
副
－
ビ
デ
ャ
デ
粛
十
。
（
同
右
）

次
に
サ
変
動
詞
「
セ
ル
」
が
、
甲
津
原
に
か
る
。
こ
れ
は
、
吉
槻
で

は
、

○
ホ
月
珂
刈
り
（
そ
う
す
る
と
）
↓
ゲ
ル
ト
コ
ナ
ィ
。

の
よ
．
う
に
「
シ
ル
」
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し

普
寓
画
で
は
、
や
は
り
甲
津
原
に
、
幾
通
り
か
の
特
色
あ
る
現
象
を

見
出
す
。
ま
ず
〔
a
l
〕
連
母
音
の
相
互
同
化
、
拗
長
音
が
あ
る
レ
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
こ
れ
が
あ
る
の
は
特
異
で
あ
る
も
書
機
の
一
老
人
が
、

甲
津
原
在
住
の
猟
友
だ
ち
の
こ
と
ば
を
昇
似
て

◎
ヒ
ヤ
ー
早
・
ビ
ヤ
「
′
リ
ー
、
封
．1
タ
ケ
ド
（
這
入
れ
ノ
1
と
云
っ
た
け
ど
）

ダ
ー
カ
シ
ク
テ
ヒ
ヤ
ー
ラ
刃
ン

l
〆
。

せ
発
言
し
て
く
れ
た
。
次
に
、
ダ
・
ラ
行
の
交
替
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

ラ
行
菅
が
巻
舌
に
な
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

か
h
ツ
や
す
か

〓
愛
知
県
一
宮
市
苅
安
賀
の
状
態

盲
市
大
和
町
苅
安
翼
は
、
も
と
城
下
町
で
、
戸
数
の
比
較
的
少
小

一
部
落
で
あ
る
・
近
江
の
日
野
方
言
に
対
し
て
こ
の
苅
安
賀
方
言
を
見

る
と
き
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
相
異
は
ま
こ
と
に
け
ざ
や
か
で
あ
る
。

×
×
×
．
×
×
・
×
×
×
×
×

H
文
丁
ク
セ
ソ
ト

次
の
よ
う
な
の
を
特
色
あ
る
文
ア
ク
セ
　
ン
ト
と
認
め
．
る
。
ま
す
、

「
た
」
　
「
て
」
の
部
分
が
、

○
ノ
ー
ナ
ッ
テ
マ
ツ
タ
　
ワ
イ
が
　
（
老
男
）

○
マ
ー
ミ
ン
ナ
　
イ
ッ
当
マ
ワ
シ
テ
…
…
。
も
う
皆
す
？
か
り
行
っ
て
し

ま
わ
れ
て
。
（
老
舅
）

の
よ
う
に
な
る
傾
向
。
あ
る
い
は
、

○
ホ
ン
デ
　
シ
ャ
粛
封
ヨ
テ
マ
ッ
チ
　
可
l
。

に
代
表
さ
れ
る
波
状
揺
れ
の
傾
向
。

d
ア
ホ
1
。
ト
ロ
可
H
t
コ
ト
　
イ
㌫
〓
レ
U
　
（
中
男
1
同
）

も
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

文
ブ
・
ク
セ
ソ
下
D
内
部
の
、
話
部
了
ク
セ
ソ
下
に
視
点
を
し
ぼ
る

と
、
更
に
種
々
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
苛

テ
歩
カ
ッ
可
ル
．
ワ
・
」
　
「
有
ル
ダ
ケ
ヂ
ャ
ヮ
刃
－
。
」
な
ど
の
、
「
ヂ

テ
」
　
「
フ
ル
」
式
の
了
ク
セ
ソ
ト
傾
向
な
ど
、
そ
の
一
つ
で
ち
ろ
う
。

こ
れ
は
、
近
乾
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
な
い
。

珂
　
文
　
末
　
部

単
純
感
声
的
の
「
ナ
」
は
、
多
く
「
ナ
モ
」
の
形
で
現
わ
れ
、
「
ナ
」

単
独
形
は
あ
ま
り
開
か
れ
な
い
。
た
ま
た
ま
採
録
し
た
「
ナ
ー
」
「
ノ
」

の
カ
ー
ド
例
に
つ
い
て
一
古
老
に
訊
総
て
み
る
と
、
両
方
と
も
「
ナ

モ
」
の
つ
も
り
だ
と
云
う
。
古
老
の
言
を
そ
の
ま
ま
に
受
取
る
こ
と
に

は
危
険
が
伴
う
。
恐
ら
く
、
「
ナ
モ
」
だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
て

「
ナ
モ
」
こ
と
ば
が
基
本
的
な
文
末
部
だ
と
・
い
ケ
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
ヨ
ー
」
は
ま
た
当
地
の
一
特
徴
で
あ
る
。
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○
ジ
刈
羽
司
有
　
ワ
．
剖
ラ
ー
ス
ト
　
オ
l
J
り
ブ
　
ヨ
I
。
輿
情
も
よ
く
分
ら
ず
に
い

て
だ
ね
。
（
中
男
1
同
達
）

の
よ
う
な
論
い
抑
揚
に
乗
っ
た
「
…
ヨ
ー
ニ
　
の
用
法
は
、
日
野
な
ど

の
と
全
く
趣
が
違
う
。

準
感
声
的
文
末
部
と
し
一
㌧
は
、
「
ぜ
違
よ
ぺ
開
か
れ
る
。

転
成
の
文
末
部
に
は
、
「
ワ
い
が
あ
り
「
二
」
が
あ
り
、
「
ナ
モ
」

「
ノ
モ
」
　
「
エ
モ
」
　
「
キ
ャ
ー
モ
」
（
か
い
モ
）
な
ど
が
あ
っ
で
、
い

ず
れ
も
よ
く
当
地
の
特
色
を
一
示
し
て
い
る
。

q
可
－
ワ
。
－
刃
ン
デ
モ
閏
l
刊
当
廿
ル
デ
　
耳
十
　
ワ
。
（
老
男
1
同
）

こ
こ
で
も
「
ワ
」
の
表
現
効
果
は
、
自
己
本
位
の
控
え
め
の
訴
え
と

云
う
に
伍
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
ワ
」
は
他
の
文
末
助
詞
と
稜
々
複
合
す

る
が
、
常
に
先
行
し
て
、
後
に
立
つ
こ
と
が
な
い
の
は
、
ど
う
説
明
す

べ
き
で
あ
む
う
か
。
「
ニ
」
は
、
例
え
ば

〇
三
ハ
レ
ル
デ
　
ュ
ー
　
こ
。
御
馳
走
に
な
り
ま
す
か
ら
、
お
構
い
下
さ
ら

な
ぐ
て
も
い
い
で
す
よ
。
（
中
勇
1
初
老
男
）

＼

○
ソ
リ
ヰ
ー
ワ
カ
到
ン
コ
ト
・
－
刊
「
↓
T
。
そ
り
ゃ
全
く
訳
の
分
ら
犯

「
モ
シ
」
と
い
う
文
的
な
呼
び
か
け
言
葉
が
、
自
在
に
接
義
転
成
も

て
い
る
。
当
地
文
末
部
表
現
の
、
「
モ
シ
」
に
負
う
こ
と
の
大
き
さ
．
を

思
わ
せ
る
。
更
に
、
日
野
の
「
ナ
ー
シ
」
に
比
す
る
と
、
同
じ
「
モ
シ
」

の
発
展
形
式
が
、
彼
此
こ
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

⇔
　
待
　
遇
　
表
．
現

郡
安
架
の
代
表
的
な
尊
敬
表
現
は
、
「
セ
ル
・
サ
ツ
セ
ル
」
及
び

「
ヤ
ー
ス
」
で
あ
る
。
次
い
で
は
、
「
ス
・
サ
ス
」
が
挙
げ
ら
れ
J

肴
ノ
。‾「

・l＝

、ル

・
サ
ッ
．
セ
ル
」
の
例
、

○
テ
ン
ノ
1
へ
1
カ
モ

○
ツ
＝
ト
メ
サ
ッ
セ
ル
コ

ヂ
テ
歩
カ
ツ
廿
ル
　
ワ
○
　
（
老
男
）

ト
ワ
　
ッ
ト
メ
サ
ッ
セ
ル
ケ
ド
モ
　
ア
　
マ
リ

ダ
ヤ

58－「

こ
と
を
云
い
ま
す
よ
．
ほ
ん
と
に
。
（
老
舅
）

の
よ
う
に
、
告
知
の
用
法
に
立
つ
。

「
ナ
モ
」
　
「
ノ
三
　
「
エ
こ
　
「
キ
ャ
ー
こ
の
例
は
、
次
の
通
り
。

○
ビ
ヤ
久
l
当
計
－
ワ
l
d
モ
0
コ
ジ
ー
キ
ー
ト
モ
　
言
エ
ソ
ク
ラ
イ
ダ
　
ワ
ナ
モ
。

（
老
女
）

9
1
ミ
ノ
可
叫
l
盈
コ
惑
笥
a
妄
l
ニ
ワ

ア
ッ
ク
　
ガ
ノ
モ
。

（老瀾）

○
ワ
シ
　
予
モ
。
（
私
で
す
か
。
）
ロ
ク
笥
1
－
。
（
老
女
）

ダ
㌧
ク
サ
ダ
デ
…
。
（
老
男
）
A
報
恩
講
か
ぉ
粗
未
だ
か
ら
Ⅴ

こ
れ
ら
の
尊
敬
の
対
象
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
敬
意
の
慶
は
高
い

も
の
で
あ
る
。
次
「
ヤ
ー
亡
は
、

－

　

　

　

　

－

　

　

　

　

1

．

．

1

．

＼

○
マ
ダ
　
イ
ヤ
ー
ス
　
ノ
。
ま
だ
居
る
の
P
（
初
老
女
↓
？
）

○
名
古
屋
ィ
、
イ
ッ
テ
ミ
ヤ
－
。
（
中
男
↓
同
）

の
よ
う
な
有
様
に
な
る
。
「
セ
ル
・
サ
．
ッ
セ
ル
」
程
に
敬
意
の
慶
が

高
く
な
く
、
親
し
み
あ
る
尊
敬
表
現
法
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
ス
・
サ
ス
」
と
比
べ
る
と
、
こ
ち
ら
の
方
が
や
や
晶
が
よ
い
と
い

う
。こ

の
他
に
な
お
、
「
レ
ル
・
ラ
レ
ル
」
敬
語
、
二
シ
ャ
ル
」
敬
語
、

「
ゴ
サ
ル
」
敬
語
な
ど
が
あ
る
。
更
に
、

－



9
日
、
イ
ツ
1
列
の
ヤ
ツ
封
I
。
（
老
女
）

が
目
立
つ
。
こ
れ
は
文
末
助
詞
化
の
傾
向
に
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

何
そ
の
他
の
語
法
・
普
亀

「
デ
」
と
い
う
接
続
助
詞
が
特
色
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

指
定
の
助
動
詞
に
「
ダ
」
「
デ
ヤ
」
二
様
が
行
わ
れ
る
。

・
一
l
l
一
l
l
l
l
ヽ
、

笥
ソ
ガ
ジ
ュ
ー
ジ
ゴ
ロ
ニ
ク
ル
グ
ロ
1
。
（
老
男
）

0
7
レ
ガ
タ
カ
ダ
御
坊
ヂ
ャ
ワ
ヤ
テ
テ
。
（
老
男
）
′

「
云
ケ
」
「
唱
う
」
な
ど
の
動
詞
が
促
音
便
を
起
す
。
・

〇
ア
l
刺
1
。
ト
ロ
省
刊
J
r
I
コ
ト
イ
ッ
可
レ
。
（
中
男
↓
同
）

一
〇
伊
l
刻
オ
ー
ン
ド
ー
ツ
テ
テ
ケ
列
プ
ア
…
〇
八
老
男
）

サ
変
動
詞
が
、
「
セ
ル
」
と
．
い
う
形
で
あ
る
。
「
シ
ル
」
も
あ
る
。
一

〇
叫
ン
ダ
ー
シ
ル
可
ド
エ
そ
。
1
－
叫
り
シ
到
4
m
／
。
（
老
男
）

次
に
普
法
面
で
は
、
〔
a
i
〕
連
母
音
の
相
互
同
化
、
拗
長
音
が
あ

る
。
周
知
の
通
り
、
こ
れ
が
所
謂
名
古
屋
弁
の
一
特
色
を
な
す
。

三
岐
阜
県
斐
郡
広
瀬
の
状
態

上
述
二
地
の
方
言
の
、
・
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
な
対
立
の
様
相
は
、
大

き
く
近
江
方
言
と
尾
張
方
言
と
の
対
立
北
見
広
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
の
二
方
の
地
域
は
、
ど
の
よ
う
に
続
き
合
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
に
二
方
が
な
だ
．
ち
か
に
続
き
合
う
中
間
地
帯
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
以
下
に
述
べ
る
広
瀬
の
方
言
状
態
隊
、
い
く
つ
か
．
の
点

で
、
そ
の
中
間
地
域
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

×
×
×
×
×
×
×
×
・
×
×

H
　
文
了
ク
．
セ
ン
ト

次
に
示
す
の
は
高
音
連
続
傾
向
の
例
で
あ
る
。

○
ナ
ガ
イ
引
ト

女
）

シ
ャ
．
ハ
ニ
オ
イ
テ
モ
ラ
ッ
チ
。
（
有
難
い
こ
と
で
す
）
∴
老

◎
ナ
ン
ニ
モ
　
シ
リ
マ
セ
ン
モ
ノ
オ
　
ヨ
ー
　
モ
ラ
　
ッ
チ
ク
ダ
サ
レ
チ
。
（
老

女
に
よ
る
）
A
扱
ぎ
先
の
両
親
に
対
す
る
初
の
挨
拶
V

次
は
尾
部
卓
立
の
例
、

○
封
タ
ト
ヤ
ラ
討
ト
餌
可
急
「
ハ
1
0
夜
逃
げ
し
た
と
か
噂
が
立
っ
て
い

ま
す
よ
。
（
老
女
）

○
ミ
刊
　
ソ
コ
封
．
r
4

■

■

■

ヽ

ヽ

ア
ツ
ピ
ニ
イ
ッ
テ
キ
タ
ン
ド
ス
。
（
老
女
）

一

l

、

○
亮
ッ
テ
売
レ
ヤ
イ
テ
カ
ラ
　
ワ
リ
そ
ド
シ
テ
ク
レ
ル
ノ
ヤ
。
（
老
男
）
A
貞

作
物
の
売
捌
法
V

以
上
二
つ
の
傾
向
は
、
日
野
・
吉
概
の
に
似
て
い
る
。
総
じ
て
文
了

ク
セ
ン
ト
傾
向
は
、
近
江
方
言
の
に
よ
く
似
て
い
る
。
似
過
ぎ
て
い
る

と
き
え
思
わ
れ
た
。
と
こ
．
ろ
で
、
上
記
の
用
例
中
、
第
二
・
二
例
は

「
モ
ヲ
ッ
テ
」
　
（
促
音
便
）
を
見
せ
て
お
り
、
第
四
例
は
「
ド
ス
」
を

見
せ
て
い
て
　
こ
れ
だ
け
の
用
例
中
に
も
、
両
地
方
性
の
混
在
が
認
め

ら
れ
る
次
第
で
あ
る
．

．
国
　
文
　
末
　
部

単
純
感
声
的
な
文
末
部
で
は
、
「
ナ
」
　
「
ネ
」
　
「
ノ
」
　
「
ヨ
」
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
ネ
」
に
関
し
て
、
若
槻
．
に
見
た
よ
う
な
「
ネ

ヤ
」
は
、
こ
こ
に
は
な
い
。
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
「
ヨ
」
で
あ
る
。
そ

の
用
い
ざ
ま
は
、

－　59－・



1

　

1

　

　

【

ヽ

、

○
オ
∴
、
、
ズ
　
ク
ム
ト
　
ア
功
ン
　
ヨ
。
（
中
女
↓
幼
男
）

○
ミ
セ
ナ
l
訓
イ
0
叫
カ
ン
ナ
　
刊
。

の
如
き
で
、
苦
概
の
に
似
て
い
る
。

準
感
声
的
の
も
の
で
は
、
「
サ
」
　
「
ゾ
」
が
開
か
れ
た
。

転
成
の
文
末
部
で
は
、
「
ワ
」
・
「
二
」
　
「
ナ
モ
」
な
ど
が
あ
る
。

（
「
ナ
こ
は
、
尾
儲
方
言
の
代
表
的
な
文
末
部
で
あ
っ
寛
）
　
「
ナ

モ
」
は
、
こ
こ
で
は
、
老
年
者
が
ご
く
丁
寧
な
話
し
方
の
と
き
に
用

い
、
彼
の
よ
う
に
日
常
化
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
一
例
、

○
ソ
レ
ワ
．
H
t
イ
当
コ
ノ
・
オ
シ
ト
ヂ
ヤ
　
ナ
モ
。
（
老
女
）

的
　
待
　
遇
　
表
　
現

「
シ
ャ
ル
」
こ
と
ば
の
例
、

○
オ
ボ
ー
サ
ン
引
刈
り
、
列
外
シ

t

L

＼

ー
コ
ト
ワ
　
ユ
ワ
ッ
シ
ャ
ラ
ン
．
ガ
ナ
。

（
老
男
）

「
オ
～
こ
ナ
ル
」
敬
語
法
の
例
、

○
カ
l
可
訂
l
ノ
ー
オ
ポ
サ
ン
ワ
　
コ
ト
シ
オ
ヵ
ク
レ
ニ
ナ
ッ
ク

「
ヤ
ス
」
．
こ
と
ば
の
例
、

－

．

1

1

ヽ

、

ガ
ナ
。
（
老
男
）

○
ヒ
ー
ー
P
セ
ッ
テ
ト
コ
玖
　
ハ
．
笥
デ
　
オ
イ
ヂ
ヤ
シ
タ
　
ノ
カ
。
（
老
女
）

0
7
l
／
オ
d
I
サ
ン
ト
コ
イ
　
イ
ッ
テ
オ
イ
チ
ヤ
ス
。
（
老
女
）

そ
の
他
、
「
て
ゴ
サ
ル
」
　
「
て
、
、
エ
ル
」
「
て
オ
イ
デ
ル
」
な
ど
の
敬

語
法
が
あ
る
。
ま
た
、
所
謂
謙
譲
の
表
現
に
、
「
て
タ
ダ
サ
レ
た
」
が

老
人
か
ら
聞
か
れ
た
。

最
後
に
、
丁
寧
表
現
に
「
ド
ス
」
　
「
で
オ
ス
」
を
見
出
す
。

＼

・
－
1
」
　
　
　
　
　
　
　
1
－
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
1
－
・
－
1
－
1
－
　
　
－
　
　
　
1
－
－
－
　
　
　
　
　
　
－
　
－
　
1
．

〇
ミ
ナ
　
ソ
コ
ラ
イ
　
ア
ス
ピ
ニ
イ
ッ
テ
キ
タ
ン
ド
ス
。
（
老
女
）

○
ナ
ニ
モ
可
モ
　
引
l
可
刃
0
幸
フ
不
当
と
7
割
〇
六
老
女
）

待
遇
表
現
む
通
じ
て
み
る
の
に
、
「
ヤ
ス
」
　
「
ド
ス
」
な
ど
は
近
江

系
の
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
「
て
ゴ
ザ
ル
」
．
「
て
ミ
ニ
ル
」
敬
語
な
ど

愴
東
方
系
の
も
の
と
見
ら
れ
て
、
こ
こ
に
も
混
態
を
認
め
る
と
と
が
で

き
る
。

伺
“
そ
の
他
の
語
法
・
苦
塩

（
い
）
　
接
　
続
　
助
　
詞

多
く
は
「
ヂ
」
が
順
接
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
ト
サ
イ

ガ
」
も
あ
る
。

－

一

　

し

○
タ
l
粛
ノ
そ
ン
ヂ
ャ
デ
　
ヵ
サ
ク
ウ
。
た
だ
の
物
だ
か
ら
沢
山
食
べ
ま
す
。

（
老
男
）

○
撒
ク
H
サ
イ
ガ
　
ツ
司
列
項
ド
I
t
U
叫
可
ゼ
デ
　
ナ
「
。
（
老
男
）

（
ろ
）
　
指
定
の
助
動
詞

「
デ
ヤ
」
．
が
普
通
の
よ
う
で
、
「
ヤ
」
も
併
せ
行
わ
れ
る
。

○
ワ
ガ
引
≠
－
。
ナ
ン
ヂ
ャ
ロ
。
シ
ソ
カ
オ
乳
丁
。
自
分
の
家
へ
・

－

＼

l

あ
の
は
ら
、
親
戚
を
よ
ん
で
ね
。
（
老
男
）

○
可
ド
（
治
水
の
湧
く
所
）
が
ア
リ
マ
丸
ノ
ヂ
ャ
。
（
老
女
）
　
　
、

O
a
急
－
エ
ン
ヤ
l
l
ノ
1
。
オ
三
。
（
少
年
1
同
）
．
A
店
で
ぜ
ん
ま
い

を
金
に
春
分
る
。
量
目
を
討
っ
て
い
る
と
こ
ろ
V

O
テ
J
J
7
1
司
ミ
ガ
　
チ
l
刈
羽
l
デ
ク
ン
ノ
ヤ
。
（
老
男
）
A
炭
焼
き
の
こ
と
V

（
は
）
　
打
消
表
現
の
過
去
形
「
ナ
ン
ダ
L

O
ソ
コ
ワ
メ
グ
ッ
チ
オ
イ
チ
ヤ
　
シ
ナ
ン
ダ
　
ノ
カ
。
（
老
女
）

（
に
）
　
「
買
う
」
な
ど
の
促
音
便
形

「60－



q
刊
引
到
メ
薗
引
ガ
ン
ヂ
ャ
　
ガ
ナ
。
一
（
老
男
）

1
－
．
．
＼

・
q
列
ワl
（
桑
）
オ
コ

ー
イ
デ
マ
ツ
タ
そ
ソ
ヂ
ャ
ヂ
J
I
。
（
老
男
）

（
ほ
）
サ
行
四
段
動
詞
の
イ
音
便
形

G
l
判
〆
ワ
ノ
コ
イ
テ
キ
タ
チ
チ
デ
ナ
。
（
老
男
）
風
雅
残
し
の
話
V

D
刊
叫
パ
ガ
笥
ユ
ダ
イ
テ
ワ
l
争
・
（
出
世
さ
せ
る
人
が
多
く
な
っ

て
き
た
）
。
（
老
男
）

（
へ
）
形
容
詞
の
音
便

こ
れ
に
は
二
通
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
・

〇
見
1
ナ
ッ
テ
当
彗
別
封
列
㍉
。
（
老
男
）
A
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
V

の
よ
ケ
に
音
便
に
な
る
場
合
と
、

○
…
ソ
イ
ヂ
引
グ
チ
ワ
．
刺
メ
ワ
ナ
ン
〆
。
（
老
女
）

】
し
＼

○
ヨ
ク
ワ
カ
ル
ゾ
ナ
。
（
老
女
）

の
よ
う
監
日
恒
を
粗
さ
ぬ
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の
方
は
、
特
定
の
限

ら
れ
聖
和
に
の
み
あ
り
得
る
の
で
冶
な
い
か
と
憩
像
さ
れ
る
。
が
、
と

も
あ
れ
こ
こ
に
も
況
態
を
認
め
る
次
埠
で
あ
る
も

（
と
）
S
e
S
e
．

q
可
メ
ナ
ン
ヂ
ミ
司
り
ヤ
シ
エ
ソ
．

。
米
な
ん
て
殆
ど
見
え
な
い
く
ら
い
で

す
よ
。
ノ
（
老
男
）

○
ヤ
マ
ノ
ウ
エ
ノ
ハ

ツ
ー
チ
ヤ

シ
リ

ア
ン
エ
ソ
′
デ
ス
。

（
老
男
）

（
ち
）
　
ダ
・
ラ
行
の
交
替

○
ワ
タ
シ
ノ
ラ
イ
シ
。
イ

？
‥
。
（
老
女
）

（
在
所
へ
）
引
l
可
少
キ
ガ
（
乞
食
が
）
三
十
人
づ

岐
阜
県
揖
斐
郡
坂
内
村
広
瀬
の
方
言
状
態
を
七
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
近
江
色
の
濃
厚
な
地
磐
の
上
に
、
東
が
わ
中

部
地
方
の
方
言
が
食
い
入
っ
て
い
る
と
評
し
て
よ
い
状
潜
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
食
い
こ
み
の
有
様
は
、
「
買
う
」
類
動
詞
の
促
音
便
を
始
め

と
し
て
　
「
て
ゴ
ザ
ル
」
　
「
て
ミ
エ
ル
」
式
の
敬
語
法
、
形
容
詞
連
用

形
の
無
音
便
な
ど
に
よ
く
標
徴
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

眉

　

中

由

地

帯

の

状

態

．
前
段
広
瀬
の
よ
う
な
方
言
状
態
宅
中
間
地
帯
の
も
の
と
見
て
」
こ

れ
か
ら
南
へ
は
ど
の
よ
う
に
辿
れ
る
か
。
不
破
郡
関
ケ
原
町
の
、
あ
る

大
衆
食
堂
の
主
人
の
発
言
に
、

○
ド
コ
イ
　
イ
キ
ヤ
ス
チ
ユ
テ
モ
「
叫
可
／
－
可
可
ル
コ
ト
　
ガ
カ
イ
モ
ク

ワ

カ

ラ

ン

0

の
よ
う
な
の
を
開
き
と
る
と
、
近
江
こ
と
ば
が
こ
こ
に
も
波
う
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
始
末
で
あ
る
。
岐
阜
県
の
最
南
端
、
養
老
部
時
村

の
状
態
は
、
隣
接
三
重
県
詐
那
本
郷
村
の
状
態
と
甚
だ
し
く
似
‡

そ
こ
の
地
方
は
堅
固
地
帯
と
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
二
地
を
併
せ

て
、
そ
の
概
況
を
記
述
し
ょ
う
。

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

H
　
文
ブ
ク
セ
ソ
下

近
江
方
言
に
認
め
聖
一
．
傾
向
の
う
ち
、
高
音
連
続
の
傾
向
は
、
こ
の

地
方
に
も
認
め
ら
れ
掻
。
尾
部
卓
立
は
な
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て

は
、
若
槻
周
辺
あ
る
い
は
広
瀬
の
文
了
ク
セ
ソ
ト
に
向
似
の
状
態
と
云

Gl



っ
て
よ
い
。
し
か
も
こ
れ
は
ま
た
、
伊
勢
方
言
文
了
ク
セ
ソ
ト
と
同
似

の
も
の
と
云
っ
て
よ
い
よ
．
う
で
あ
る
。

目
文
末
部

単
純
感
声
的
の
も
の
で
は
、
「
ナ
」
「
ネ
」
「
ノ
」
「
ヤ
」
な
ど
が

よ
く
聞
か
れ
る
。
㍉
「
ナ
」
の
例
、
・

9
」
、
ヤ
軒
ガ
可
叫
の
ー
可
可
引
タ
イ
ナ
可
ノ
ヤ
刃
－
。
（
老
男
）
〔
時
〕

l
l
l
l
ヽ
、

○
オ
ブ
到
㍉
ト
ア
ル
ナ
○
（
小
女
↓
中
女
）
A
疑
問
の
「
ナ
」
V
〔
本
郷
〕

「
ネ
」
の
例
、

○
苛
P
．
封
ナ
ハ
ル
・
剖
I

．
。
御
情
が
出
ま
す
ぬ
（
初
老
女
1
同
）
A
挨

拶
こ
と
ば
Ⅴ
〔
本
郷
〕

○
イ
ツ
旦
‡
ン
ネ
。
（
少
年
）
〔
本
郷
〕

○
オ
H
l
到
d
J
カ
ネ
0
・
（
中
女
1
膏
男
）
〔
時
〕

準
感
声
で
は
、
「
サ
」
「
デ
」
「
ゾ
」
な
ど
が
聞
か
れ
た
。

転
成
の
文
末
部
に
は
、
「
－
こ
二
ワ
」
が
よ
く
聞
か
れ
た
∵
「
ナ

モ
」
「
ナ
ー
シ
」
は
開
か
れ
な
か
っ
冤
「
こ
の
例
、

○
ア
レ
可
コ
。
－
カ
カ
ツ
訝
ニ
1
。
そ
れ
ど
ら
ん
0
お
書
き
じ
ゃ
な
い

▼
か
。
（
少
年
－
同
達
）
A
聾
者
が
記
録
す
る
の
を
見
て
V
〔
本
響

○
ナ
封
戚
＝
－
0
整
列
し
よ
う
よ
。
（
小
年
↓
同
達
）
〔
本
郷
〕

「
ワ
」
の
例
、

○
ワ
男
『
可
可
刊
叫
利
別
ナ
項
ン
デ
ス
ワ
。
そ
れ
で
い
孟
頓
的
∵

貧
乏
な
村
な
ん
で
す
よ
。
（
中
男
）
、
m
本
郷
〕

○
イ
マ
有
利
ン
デ
ワ
≡
ネ
ン
可
カ
ツ
テ
モ
認
可
ヤ
へ
ン
ヴ
ナ
。
（
老
男
）

〔
時
〕

文
末
部
表
現
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
広
瀬
に
比
較
し
て
み
る
と
、
「
ナ

モ
」
が
な
い
だ
け
で
、
殆
ど
同
似
の
状
態
で
あ
る
。
文
末
部
表
現
の
地

盤
は
、
元
郷
・
広
瀬
な
ど
、
更
に
は
吉
槻
周
辺
、
日
野
ま
で
も
、
と
も

ど
も
よ
く
似
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

肖
　
待
　
遇
　
表
　
現

「
ス
・
サ
ス
」
・
「
シ
ャ
ル
・
サ
ツ
シ
ャ
ル
」
．
「
ナ
ハ
ル
し
、
「
ゴ
サ

ル
」
な
ど
の
尊
敬
表
現
の
他
に
、
尾
張
に
特
色
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
た

「
セ
ル
・
サ
ツ
セ
ル
」
敬
語
が
、
両
地
と
も
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
れ
ら
の
用
例
を

示
モ
う
と
思
う
。

「
セ
ル
・
サ
ッ
・
セ
ル
」
敬
語
の
例
、

O
「
封
山
下
ワ
可
H
d
つ
り
コ
ト
ワ
　
軒
封
項
刊
ラ
l
・
ア
イ
ラ
セ
ン
。
（
老
男
）

A
寺
詣
り
V
〔
本
郷
〕

笥
旦
フ
モ
　
書
カ
ツ
シ
計
討
－
。
（
小
男
↓
同
）
〔
本
郷
〕

q
早
・
ソ
ー
嘉
僧
）
ガ
　
チ
ワ
ッ
セ
ル
コ
ト
ワ
…
0
（
老
男
）
〔
時
〕

第
二
例
の
「
書
カ
ッ
シ
こ
は
「
書
カ
ッ
セ
、
よ
う
し
で
あ
ろ
う
・

「
ス
・
サ
ス
」
の
例
、

0
可
が
笥
シ
タ
。
書
利
シ
タ
。
や
ー
・
こ
の
人
ま
た
書
い
た
書
い
た
ー
・
（
少

年
独
言
）
〔
本
郷
〕
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．
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一

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

r

l

l

」

ヤ
カ
ニ
ョ
ラ
イ
ノ
　
誹
カ
シ
タ
原
始
仏
教
ワ
…

（
老
男
）
〔
頗
〕

「
シ
ャ
ル
・
サ
ッ
シ
ャ
ル
」
の
例
、

0
1
寸
可
サ
イ
デ
モ
　
叫
可
ト
笥
叫
力
l
サ
　
ワ
。
（
小
年
↓
同
）
〔
本
郷
〕

「
ナ
ハ
ル
」
．
の
例
、
・

〇
当
訂
∵
可
ナ
ハ
ル
封
㍉
。
（
初
老
辛
ユ
固
）
〔
本
郷
〕

○
金
一
ツ
ァ
ン
ワ

コ
コ
デ

ゥ
マ
レ
ナ
ハ
ッ
タ
ヤ
デ
。
（
青
男
1
中
女
）
〔
時
〕



「
て
ゴ
ザ
ル
」
敬
語
の
例
、

○
慧
モ
ツ
テ
剖
ザ
ル
。
（
少
年
l
▼
同
達
）
〔
本
郷
〕

○
オ
ン
ナ
ジ
可
ト
オ
ユ
イ
ノ
コ
シ
テ
オ
ル
テ
ワ
ロ
テ
〓
ザ
ル
デ
ー
。

（
老

男
）
〔
時
〕

な
お
、
本
郷
で
は
、
そ
の
昔
古
老
た
ち
が
「
ゴ
ア
こ
　
「
ゴ
ー
こ

聖
云
っ
て
い
た
と
い
う
。

さ
て
「
ナ
ハ
ル
」
に
代
表
さ
れ
る
総
じ
て
近
畿
的
な
待
遇
表
現
法
の

体
系
の
中
に
、
か
の
尾
張
の
特
色
と
見
ら
れ
た
「
セ
ル
・
サ
ッ
セ
一
ル
」

そ
の
他
の
敬
語
法
が
組
み
入
っ
て
い
る
こ
の
状
態
は
、
近
畿
・
中
部
接

境
の
中
間
地
帯
と
認
め
し
め
る
重
要
事
項
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
・
‡

ル
，
サ
ッ
セ
ル
」
敬
語
は
、
伊
勢
桑
名
市
の
漁
港
赤
額
賀
や
四
日
市
市

の
漁
場
富
田
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
開
国
を
含
む
分
布
様
相

で
あ
る
。

回
　
そ
の
他
の
語
法
・
晋
寓
．

語
法
面
で
は
、
時
村
の
方
に
、
指
定
の
助
動
詞
「
ヂ
ヤ
」
　
「
ヤ
」
が

併
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
、
カ
変
動
詞
連
体
形
が
こ
れ
は
両
地
と
も

「
シ
ル
し
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

普
紙
面
で
は
、
時
村
で
〔
a
・
1
〕
連
母
音
の
相
互
同
化
、
拗
長
音
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
料
に
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
住
み
続

け
て
い
る
一
意
人
の
ロ
か
ら
「
固
示
会
」
が
「
テ
ソ
ジ
カ
こ
の
よ
う

に
翌
日
さ
れ
た
。
数
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
挺
。
こ
れ
疲
本
郷
で
は
開

く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
発
言
が
、
時
村
に

一
般
的
の
現
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
尾
張
な
ど
の
「
キ
ャ
ー
」
に
続
く
も

の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
中
間
地
荷
姿
示
す
、
今
一
つ
の
事
項
と
な
る
。

〔
註
一
〕
　
「
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
茫
」
藤
原
与
一
「
方
言
『
文
ア
ク
セ
ン

ト
』
の
研
究
」
　
（
五
一
九
べ
）

〔
要
一
〕
　
「
国
語
学
」
第
十
一
喝
藤
原
与
一
「
日
本
語
表
現
法
の
文
末
・

助
詞
1
そ
の
成
立
と
生
成
－
」
　
（
六
四
．
へ
）

〔
琵
三
〕
　
同
右

〔
註
四
〕
　
同
着
（
六
六
．
こ

〔
註
五
〕
　
同
右
冥
l
　
七
．
へ
）

あ
　
と
　
が
　
き

以
上
は
全
く
比
況
報
告
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
観
察
が
粗
雑

で
、
ほ
す
か
し
く
思
う
し
だ
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
認
め
た
中
間
地
帯

は
、
主
と
し
て
東
西
両
面
か
ら
眺
め
て
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
夏
に
南
北
些
且
っ
て
ど
ん
な
変
容
畢
示
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
う

な
問
題
が
あ
る
。
ま
ね
、
そ
の
中
間
地
帯
が
南
に
向
か
っ
て
ど
ん
な
に

伸
び
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
伊
勢
方
言
と
ど
ん
な
関
係
で
結
合
す
る
か

と
い
う
間
国
が
あ
ろ
う
。
一
口
に
近
畿
方
言
と
云
っ
て
も
、
伊
勢
方
言

の
ノ
位
置
は
、
周
知
の
如
く
お
の
ず
か
ら
特
異
で
あ
る
が
、
そ
の
特
異
性

は
、
こ
こ
に
い
う
中
間
地
帯
と
の
関
係
の
上
に
あ
り
は
し
な
い
か
と
考

え
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

中
間
地
帯
と
い
う
用
語
は
、
甲
乙
両
地
を
定
志
し
て
お
い
て
丙
地

を
説
明
し
ょ
う
・
と
企
て
た
、
一
時
的
な
名
称
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ゆ

く
ゆ
く
け
こ
の
名
称
も
、
全
日
本
方
言
共
時
態
動
態
の
中
に
解
消
す
る

は
す
の
も
の
で
あ
る
。
　
（
広
島
県
立
国
泰
寺
高
校
教
諭
）

（
昭
三
〇
・
七
二
石
初
稿
．
昭
三
一
二
二
・
一
五
改
稿
）
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